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希望研修の追加募集について
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「チャレンジしののめ塾」報告

今年度は、所員をはじめ、大学生等のボランティア19名とともに
約3 7 0 名の来場者をお迎えしました。ありがとうございました。

10月以降に追加申し込みを
ご希望の場合は、
企画調査部（TEL 0263-53-8802）
へ電話にてお問い合わせ下さい。

（今年度の電子申請のみによる
お申込みの受付は9月末を以て
終了させていただきます。）

追加募集講座、更新されています!
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研修講座から

◆◆◆受講者アンケートから◆◆◆

・実際に接合すると、手触りや文様に深く

注目し、博物館や写真で眺める以上の感

覚で土器を捉えることができた。

・多くの展示は資料等に記載されているも

のだけではなかったので今後の古代の授

業に活かしたい。

遺跡発掘からの発信 ～発掘現場から生まれる教材づくり～ （6月27日）
この講座は、長野県埋蔵文化財センターのご協力で開講し、11名の方が受講しました。

＜講座のねらい＞

・長野県埋蔵文化財センターの調査研究員の講義や実践発表を聞くことを通して、歴史学習

の教材について考えを深める。

・土器の接合体験や展示物見学の演習を通して、発掘現場で行われていることや魅力を感じ、

文化財を活用した授業を構築する。

＜講座の主な内容＞

（講義）「長野県の発掘の現状とこれから」

（見学）「展示・教材の紹介」

（演習）「土器接合体験」「石川条理遺跡で発掘しよう」

「埋蔵文化財センター教材を活用した授業づくりについて意見交換」

◆◆◆受講者アンケートから◆◆◆

・実際に体験してみることで、講義の

内容がより明確に身についたと思う。

・教師と子どもの感じ方にはズレがあ

ることを学びました。

・生徒と授業を行う時だったらどんな

言葉をかけながら進められるかなど想

像していました。

講座の様子

図工美術の鑑賞学習 ～対話を中心とした鑑賞体験を通して～ （6月10日）
この講座は、安曇野市豊科近代美術館のご協力のもと開講し、１１名の方が受講しました。

＜講座のねらい＞

・美術館と連携した小学校の鑑賞学習の授業参観や、美術館と学校の連携例の講義を通して、

美術館などと連携した鑑賞学習の方向を考える。

・対話を取り入れた、鑑賞学習について、授業や演習、講義を通して考え合ったり、楽しさ

を体感したりして、新しい鑑賞学習についての理解を深める。

＜講座の主な内容＞

（講義）鑑賞学習について

（授業参観）題材名「私は、こう思う」豊科北小学校6年3組

（演習）対話を取り入れた鑑賞

（講義）美術館と学校の連携例とアートゲーム体験

講座の様子
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